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5. 左・右機械的心室縮期と QX 
本文，および，図表中の略号 
α 前縮期性波 UFZ' 右心変形期 
  
C 縮期性波 DAZ' 右心昇圧期 
  
X 縮期性虚脱 ASZ' 右心緊張期 
  
d 弛期性波 ATZ' 右心駆血期 
  
Y 弛期性虚脱 PAm 力学的平均肺動脈圧 
  
UFZ 左心変形期 Sao2 動脈血 O2飽和度 
  
DAZ 左心昇圧期 Cao2 動脈血 O2含量 
  
ASZ 左心緊張期 Caco2 動脈血 cO2含量 
  
ATZ 左心駆出期 %VC 比肺活量 
  
Vs 心拍量 %RV 残気率 
  
Vm 分時送血量 %MBC比最大換気量 
  
W 末梢流血抵抗 %I"VC 1秒率 
  
E' 脈管容積弾性率 ATI Air trapping index 

C 脈波速度 
  
1. lま し カ1 き 
り，肉眼や，回転速度の遅いキモグラフイオンに描
かせたものでは，乙まかい分析ができないからであ
協研者，野口∞も述べているように，静脈々波の った。 o.Frank(3 )の研究にはじまり， Col1atz-
描記は，きわめて古い方法であり，かっ，新らしい Weber(4)，または， K. Matthes(5)の装置が作られ
心の検査法にもなる。 てから，他の循環動態の同時描記が可能となり，ふ
ヒトの静脈拍動は久しい以前から知られており， たたび，静脈々波の研究は活発となった。とくに，
静脈々波の研究は古典的な心臓病学の大切な部分を Frankfurtの Altmannωは多くの新知見を明らか
占めていた。しかも，その診断学上の説得性は限ら にし，自己の業績とともに，近年の諸報告をまとめ
れていた。その理由は，個々の波形の経過が急であ て， 1956年に，すく守れたモノグラフを作った。こ
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QUq υ同 」  
ζlζ盛られた乙とは，もはや，何のつけ加えを必要 は，心室l亡、流れ ζむが，心房は，まだ，積極的には
としないほど完全に見える。しかし，協研者，桑山〈め 収縮していない。 
は， Altmannのポリグラフに， Wezler法による Xとdの区聞に，心室は縮期を終わり，すなわ
末梢循環力学的分析法と， Blumberger-Holldack ち，駆血期を終え，弛期に移る。しかし，この時点、
法による心力学的分析法とを，同時に導入すること で心室は縮少状態から弛緩して，内腔を広くする。
に成功して，高血圧症，心弁膜症，不正拍などにつ それゆえ，房室弁は駆血期i乙引きつづいて閉じたま
いて，いくつかの知見を補遺した。わたくしは，協 まであっても，上方へ移動し， もとの高さにもど
研者たちとともに，桑山の方法を，さらに，発展さ る。乙の衝撃は心房内の血液に伝わり， この衝撃
せ，心カテーテル法，および，エレクトロ・キモグ は，大きい静脈から心房に、流れこむ血液と，ぶつか
ラフを導入した (7)。しかし，ここでは，主として， る。しかし，このとき心室の内圧は低~，から ， cの
praeca pi llary ，ならび K， postcapillary Ir.生じ 山の時点、におけるときとちがって，心房内で、方向を
る右心系の異常状態Kおける静脈々波を，以上のポ 異にする血流のぶつかり合いは，強力でない。それ
リグラフを応用して分析したところを述べる。 ゆえ， Xの谷から dの山にかけての斜面は，なだら
この分野における教室の業績は，わたくしが，本 かで、ある。
論文を作成する当時，すでに，つぎの点までは明ら dの山と，aの山とのあいだの谷Yは，心室の弛
かになっていた。例を尋常の静脈々波にとれば，静 期と前縮期のあいだに相当する。
脈々波は三つの山と，二つの谷とからなるといえ これらの山と谷についての名称，ならびに，記
る。すなわち 号は，研究者によって，いろいろである。わたくし 
αの山は， Ecgの PQの終りごろから， QRSの は， Altmannの命名をもととした教室慣用のもの
生じる前にあり，心力学的には，大きい静脈からの を使った(略号表参照)。
流れとみが，心房において，心房収縮lとより，閉口 これらの山と谷の成因は，尋常状態のものについ
した房室弁を通って心室へ流れ乙む血液K衝突する てさえ，不明なところがある。ことに，いちじるし
時期である。いいかえれば，心房は収縮，心室は充 い多様性をもって変化する各病態時においては，定
えいされつつある。 性的な分析ですら困難なところがある。静脈々波の 
cの山は， Ecg上の ST区聞にあり，房室弁は α波が心房細動時に消えること，または，陽性静脈
閉じ，心室内圧はあがり，房室弁は閉じたまま，こ 々波などの問題は， 古典的な知見になってしまっ
の圧のあがりを心房内の血液に伝え，大きい静脈か た。現在，用いられている静脈々波は，きような点
ら心房内 l乙流れこむ血液にぶつかる。それゆえ，心 に低迷しているのではない。協研者 野口∞は，ポ
室は緊張期の後半，または，等長性収縮の後半にあ リグラフ的な手法によって，静脈々波を左心系のい 
る。 くつかの診断にも使える点を明らかにした。また，1
αの山と，cの山のあいだに，比較的小さい谷が 右心系の変化と信じられていたいくつかの事象ふ
ある。との谷のはじまりに相当して， Ecgの QRS その解釈の改訂を必要とするにいたっている (8)。乙
はお乙り，乙の谷のおわりに相当して，第 1心音が の分析上の困難を克服するには， なるべく，有効
おこる。 な，措記しやすいポリグラフによって，心・脈管系 
Xの谷は，cの山についで現われ，いちじるしく K生じる他の事象と同定することが肝要である。わ
大きし 1。谷の底Xの時点では， EcgのTはすでに たくしは， “Praeca pillary "ならびに“  post-
経過しおわり，谷の底より，やや早自民，第 2心音 capillary" K生じる右心系の事象を，主題とした
がおこる。 ζの時点における心室は，いわゆる駆血 ゆえ，さらに，各種の肺機能テストの成績をも考慮
期にあり，等張性収縮中にある。心室は縮少し，房 しつつ，なるべく，定量的な観察を試みたところ
室弁は閉じたまま，より低位をとる。それゆえ，心 を，乙の小文にまとめた。
房のタテ軸はのびるが，流れこむ血流のましによ
り，ヨコ軸ものびる。乙れから，静脈々波は，ゆる 
I. 実験方法
やかに上昇しはじめ， わたくしは， Altmannの方式は従い，光電式脈 
dの山を作る。 dの山の時点は，心室充えいの終 波計を用い，静脈々波を採り，同時 Ir.，心音曲線，
りごろに相当し，房室弁は開いて，心房内の血液 心電曲線，頚動脈々波，大腿動脈々波，および，呼
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吸曲線を記録し，乙のポリグラムについて，種々の
解析を行なった。呼吸機能検，静脈圧など，その他
の検査は，生物学的連続性 (R.Wagner)(9)の認め
られ，かっ，できるだけ，近い時点で行なった。
光電式脈波計については，すでに，協研者桑山
〈63，野口(2)らが発表したと ζろにしたがった。ま
た，心音曲線のとり方，頚動脈・大腿動脈々波のと
り方，および，記録装置については，協研者稲垣
〈10〉，木下(11)らが，発表したと ζろにしたがった。
大循環脈管力学的分析は， Wezler(山法の当教室
変法(10)1とより，右心力学的数値は， O. ]3ayer(13) 
法によった。
静脈々波は，大部分，仰臥水平位で描記した。 t: 
だし，ある場合には，ゃく 10，，-， 150の傾斜をもって
上体を起し，頭をやや下げ気味にした体位で描記し 
Tこ。採取部位は，すべて， 右頚静脈球部直上で採 
り，その位置で採りにくいときには，描記しなかっ
た。頚静脈球部の上rc.， 巾ゃく 1cm，長さやく1.5
，，-，2 cmの小紙片を，静脈の走行にそって立て，光
束がとの小紙片をよぎり，光電管のプレート面に陰 
影を生じるよう接置した。静脈の拍動は，小紙片の 
土下動として表現され，乙れが，光電管K達する光
量の変動となり，増巾器に信号として与えられる。
以上の photoelectric な静脈々波描記法ととも
に，健常例については，“ Infratonabnahmer"を
用い， electromechanic にも静脈々波の措記を行
なった。 “Infratonabnahmer"としては， Sie. 
mens社製の Cardirexを用いた。 Cardirexは時
定数ゃく 2.1秒で，その動作原理は， capacitative 
typeである。採取部位，および，体位は，すべて， 
photoelectricな描記におけると同じにした。双方
の装置による作動差は，わたくしも， p.187にのべ
たが，協研者 増田は別に，くわしく発表する。
食道内圧の測定は，次のようにした。すなわち，
直径ゃく1.5cm，長さやく 8cmのパノレーンのつい
た tubeを，バルーンが胃の直上にくるよう(門歯
よりやく 45cm)，経鼻的に食道に挿入，バルーン
には， 1. 5，，-，2.0 cm3の空気を封入した。 tubeは， 
TOYO MEAS，Ind. Co. LTDの PressureHead 
につなぎ，日本光電製の ElectronicManometer 
(Type MR-85)，および， DC Amplifier (Type 
MR-52)を通し，電磁型オッシログラフ記録器で，
他の曲線とともに描記した。圧は，大気圧を O点と
して測定した。
静脈圧は， Moritz u. Tabora法により， 0点
は，第 4肋関節の下 5cmをえらんだ。 ζの，静脈
圧測定， 0点のとり方については，協研者石谷
く14)の論文にくわしいが，わたくしは，さらに Marx 
(15)のいうと ζろをも充分に注意したo> 
尋常静脈々波は，前縮期性波，縮期性波，縮期性
虚脱，弛期性波，および，弛期性虚脱により構成さ
れている。わたくしは，これら各波の立ち上り (f)，
山 (g)，および，谷，心音曲線の第 1心音と第 2心
音，心電曲線の P，Q，または， Rなどとの相互の
時間的関係を σ e/ p一100秒〉の単位で測定した。 
α':/'af-ag，p-ag，工ー ら II-X，前縮期性波の巾，縮
期性波の巾，弛期性波の巾，II-dg，dg-I，dg-Y， 
Y-I，QXについて測った。また，静脈々波の最下
点を結んだ線をO線とし，その線から ag，cg，dg• 
X，および.Yまでの距離を，それぞれ，Ha，Hc， 
Hd，Hx，および， Hyとし，これらをも測定した。
とくに，弛期分析の手はじめとして，各波の時相の
おくれた当然あるにしても，まず，静脈々波におけ
る“ Entspannungszeit" の表現である ll-dg，
“Fullung "の表現である dg-I，“schnelleFull-
ung"の表現である d g-Y，“langsameFullung" 
の表現である Y-Iについて，尋常例，気管支晴息，
肺気腫，および，心房細動において，いろいろと検
討した。これらの計測にさいしては，少しでも計測
に困難を感じるような波形は，すべて捨て，呼期停
止，最初の 2波形について計測を行ない，その平均
をとった。異常静脈々波の判定は，協研者野口の
基準と同じである。 
11. 観察成績 
1. photoelectric，および， electromechanic 
静脈々波描記法の比較 
16，，-，63才までの男女健常例 24例において， 
photoelectric，および， electromechanic静脈々
波措記を行ない(図 1)，各波のおくれ，巾，振巾に
ついて調べた。すなわち，P-af' 工-Cj，ll-X，II-
dg，ll-Y，前縮期性の巾，縮期性波の巾，弛期性波
の巾，また，各山，谷のO線よりの距離の，全振巾
にたいする比を比較した。 photoelectric描記法
は， electromechanicな措記法より ，p-af，II-X 
は長く，工 -Cfは，ほぼ，同じ，II-dg，ll-Yは短
かい。したがって， photoelectric描記法では， 
electrom echani c描記法より，前縮期性波，弛期
性波の巾は狭く，縮期性波の巾は広くなる。振巾に
は，相当のばらつきがあるが，両法とも， ほぼ，
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Photoelectric Methode 
ゲ戸 
Electromechanic Methode 
Normal，yrs. F.30N. 1. 1.Fig. 
その比が同じである(表 1)。図 2，3は，縦軸 l乙 
electromechanic描記法による値，横軸に photo-
electric措記法による値をとり，プロットしたもの
である。 p-aj，JI-X Kは，相当のばらつきがある
が，一定のおくれを示しつつ，ほぼ 450の勾配をも
って，直線上に並ぶ。工 -Cj も，ほぼ， 450線上に
あり，JI-dg，JI-Yは，より定常的に 450線上に並
ぶ。 α，c，d波の巾についても，二つの方法による
数値は，ほぼ， 450線上に並ぶ。しかし，振巾につ
いては，ぱらつきが著るしい。
2. 呼吸性変動
15才より 63才までの健常例男女 21例， および，
14才より 68才までの肺気腫， 気管支晴息など，肺 
疾患 13例について，呼吸の呼期停止，吸期停止に
おける静脈々波の分析を行なった(表 2，3，4)。
尋常例では，吸期で，弛期性波の巾が拡がり， 
dg-Yはのび， Y-Iは短かくなる。 dg-Y jDiastole 
は大きくなり， Y -IjDiastoleはへる。しかし，肺
疾患群では，かような呼吸性変動が，いちじるしく
も，ほとんど呼吸性変動がなかった(表 4)。 
3. 食道内圧と静脈々波
健常例 2例，肺気腫 2例，気管支鴨息 2例，僧帽
弁口狭窄症 1例，大動脈弁閉鎖不全症 1例，計8例
について，胸腔内圧を反映すると思われる食道内
圧，静脈々波，頚動脈々波，心音曲線，および，心
電曲線の同時記録を 10回行ない，そのうち，異論
なく措記できた 5固について，静脈々波の時間的関
係だけをとりあげて，分析した。まず，健常，肺気
腫を伴なわない気管支晴息，僧帽弁口狭窄症，各 1 
例を代表としてえらんで，説明する。 
例 1，健常例(図 4，"，，6)。食道内圧の変動域は士 
10cmH20 QJI，QXは食道内圧に関係なく， QIT0 
に分布して490σ，.390ではQX，460σ，"，，370では 
，.180は，食道内圧が陰圧になるとgJI-dいる。 
210σ，陽圧になると 140，"，， 210σ となり， その分布
する範囲は拡がる。同様のことは，dg-Iについて
，.250。すなわち，陰圧時では，5)もみられる(図 
310σ，陽圧時には 210'""360σ となる。 dg-Y は，
陽圧時には 80 
，陰圧時では260σ，.100は，陽圧時ではY-Iり，期性波，縮期性波の巾は，健常例でも，肺疾患群で
なかった。 p-aj，p-ag，aj-ag，1 -cj，IT-X，前縮 160σ，.90，陰圧時には180σ，. とな
00 
α3 
Table 1. Analysis of the Venous Pulse Wave according to the photoelectric Methode.
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4 K. H. 20 M 109 29 0.6835 272 282 1 0.10143 317 190 0.17 
F5 1. N. 23 69113 20 0.93257 239 237 0.61 1125 180 0.38 
6 F 81 32101 0.33396 312 364 0.33 1 0.13162 201 
7 99A. T. 30 F 24 0.36143 152 1186 
8 S. T. 32 F 7993 39 381 1 0.02312 0.66 
。。。。。。I. N. 30 
105 152 0.20279 0.97 
0.30202 250 342 
T. K. 34 85 0.2928110 287 0.15314184 98 0.70301 。 K. H. 35 02.4152 182 308 。 
。。 
。。
M9 1 
M10 109 59 8 311 284 l0.82 
M11 O. T. 35 6880 36 329 0.34289 296 0.85 1155 198 0.07 
12 F 5499 18 0.66304 0.12151 260 0.60 1131 287 
13 FN. H. 39 69 33 264 1149 198 0.25 
14 F 48 1 
。。。。 
。 M. K. 36 
110 0.35197 302 0 1.4
I. Y. 44 139 44 0.11299 0.36343 318163 152 0.06。 M. A. 44 0.14298 0.71 。 0.94249 447256 
N. N. 48 
。。。。。。 
15 F 66 0.3586 10 1159211 
16 T. C. 47 M 94 70 13 1 0.52i 459 245 0.87 
17 F 82 14107 341 0.52272 1151 199 327 0.200.81 
18 Y. M. 49 53 26M 104 576 0.59100 287 0.44192 550 1 0.53 
19 89K. T. 50 M 90 5 343 1 0.65149 268 0.10206 338 0.93 
20 S. S. 50 F 134 53 32 301 323 0.43167 139 269 0.41 0.111 。21 K. S. 53 F 113 325 0.1974 65 156 322178 260 0.26 1 
22 M. S. 53 F 133 73 36 175 275 154 253 240 0.40 0.15 0.051 
F 110 248 0.18 0.0955 30 155 180 285 218 0.38 1 
24 IH. N.I 63 M 98 61 20 164 237 0.35 0.27190 306 217 0.75 1 
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 Analysis of the Venous Pulse Wave， registerd during the Exrpiration 。 。 ー ー  
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 73 315 410 388 376 912
M 100 1631 63 18 
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 0.19 
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0.65 
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 Analysis of the Venous Pulse Wave， registerd during the Inspiration. 
拙 
Nh
叩
岳門ωδω NameAge Sex a史3¥4 ats句4 凶同 王=喧宮 Sz主住苦云百立τω炉 5π』コ旬05言CIl ll-dg dg-I dg-Y Y-I Jー同“下ー、司~"口E.2面、 ~F、7U、、・守お口o Ff司 、何ぜ~1L-・白叫百F司 円、h E+，cd，-、 与ト己占4 当凸 問4 〈bド占 QX Qll QT RR 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21 
M. S.! 15 M 73 142 69 30 26 203 350 356 122 
M. K. 15 F 98 184 86 53 31 172 272 238 132 
1. N. 23 F 87 181 "94 59 27 219 239 255 137 
T. M. 28 F 103 172 69 46 27 159 285 347 151 
1. N. 30 F 102 267 165 82 26 215 300 300 176 
S. T. 32 F 91 225 134 74 43 248 319 354 190 
O. T. 34 F 98 192 94 39 26 198 265 222 145 
K. H. 35 M 94 215 121 55 -24 160 262 305 146 
O. T. 35 M 110 202 92 58 44 168 302 320 157 
M. K. 36 F 123 228 105 62 33 143 278 185 140 
N. H. 39 F 94 216 122 62 20 195 314 315 130 
1. K. 42 F 107 246 139 60 32 161 299 323 159 
M. A. 44 F 78 213 135 86 1 236 283 181 160 
T. C. 47 M 150 271 121 70 26 188 262 504 153 
N. N. 48 F 118 198 80 78 17 193 277 327 156 
Y. M. 49 M 145 / / 49 21 146 277 581 92 
K. T. 50 M 116 167 51 102 5 201 273 400 163 
S. S. 50 F 139 215 76 50 24 141 312 342 168 
K. S. 53 F 112 194 82 73 46 174 290 220 156 
M. S. 53 F 138 234 96 86 36 16'8 239 371 175 
H. N. 63 M 100 226 126 52 25 183 315 240 165 
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0.46 
0.44 
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0.37 
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0.52 
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79 
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54 
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57 
66 
58 
51 
65 
84 
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97 303 422 400 383 912 
92 270 393 362 358 685 
96 253 377 349 347 700 
106 275 407 381 357 825 
/ / 436 410 422 1185 
124 295 463 419 435 1044 
95 247 368 342 341 690 
62 338 368 400 393 961 
74 301 419 375 391 1007 
92 273 398 365 367 822 
97 317 434 414 422 913 
79 299 410 378 388 784 
106 327 416 433 393 999 
138 251 407 389 394 1097 
97 301 416 398 412 1002 
73 297 397 370 376 1084 
110 301 416 411 391 1138 
90 310 424 406 385 837 
89 272 407 361 362 828 
119 239 395 358 362 832 
129 290 434 419 358 758 
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Table 4. Analysis of the Venous Pulse Wave，regirterd 
Exspiration 
3qωJ 云Name Age Diagnosis門 II-dgI-cP-agP-af α/-ag II-X 同I~百互Eも|信「有市主u|l|戸百よ有 、Ef 
1 IN. z.168 M Emphysema 104 28 75 254 233 
2 I.R. 19 F Asth. bronch 114 166 56 35 145 I 247 298 118 
3 S. N. 23 M Asth. bronch 76 153 77 32 -55 171 199 344 116 
4 S. N. 23 M Asth. bronch 86 152 66 27 11 163 248 294 103 
5 S. N. 23 M Asth. bronch 79 154 75 31 6 163 268 289 120 
6 H. M.! 31 M Asth. bsonch 144 212 68 51 39 126 205 
7 N.z150 M Asth. bronch 97 171 74 73 15 211 289 i 304 145 
8 A. M.i 14 M Scoliosis 126 179 53 53 22 134 256 263 106 
9 T. C. 51 M Scoliosis 96 225 129 158 -61 275 
10 M.M. 31 M Lvhectomy 86 166 80 50 26 142 
11 M. M.i 31 M Lvhectomy 81 183 102 49 8 211 I 301 i 341 133 
12 I. I. 46 M Lungfibrosis 84 178 94 64 16 203 283 295 108 
131M. A.I 21 I F Funnel breast -53 163 215 47 -78 347 220 309 117 
h在ean |86 I 177 I 90 I 55 1 41 193 I 261.1 316 [印 
σ 1 22.5 I 21.8 I 40.7 I 31.0 Iω|ωI 51.6 I 67.2 1 53.0 
Inspiration 
E4ω3J岳門 Name Age Sex Diagnosis P-af P-ag α/-ag 工-Cf IT-XZ「玉百民GEr主王官民QEEFfヨ百S、FII-dg 
1 N. Z. 68 M I Emphysema 146 233 70 61 132 314 277 206 
2 I.R. 19 F Asth. bronch 107 160 53 54 27 160 240 223 118 
3 S. N. 23 M Asth. bronch 94 155 61 23 8 157 264 343 120 
4 S. N. 23 M Asth. bronch 81 148 67 22 14 161 244 300 82 
5 S. N. 23 M Asth. bronch 70 152 82 28 16 172 283 267 114 
6 H. M. 31 M Asth. bronch 125 204 79 56 32 137 258 250 182 
7 N. Z. 50 M Asth. bronch 91 168 77 74 -54 219 216 335 141 
8 A.M. 14 M Scoliosis 106 169 63 43 21 85 261 225 105 
9 T. C. 51 M Scoliosis 68 200 .132 153 -57 328 160 437 256 
10 M.M. 31 M Lvhectomy 95 212 117 44 26 191 318 305 162 
11 M.M. 31 M Lvhectomy 84 191 107 38 14 198 324 342 160 
12 I. I. 46 M L ungfi brosis 86 169 73 68 10 192 276 256 111 
13 M. A. 21 F Funnel breast -27 129 156 45 -84 .313 410 213 113 
Mean i781 1761 881 551 21 1881 2741 290 Iω 
σ 1 22.0 1 30.3 1 28.8 1お 21 40.41 64.41 60.2 I 60.4Iω 
す。 Y-Iでは，逆に，陽圧時 11O ，陰圧時240σ，._ らつきの差は，例 1から例 3になるにしたがって， 
130，._300σ と，食道内圧が高まるにつれ，短かくな すくなくなり，dg-Y が食道内圧の高まりにしたが
る(図 12)。 つてのびる傾向ふこの順に著るしくなる。 Y-I I乙
すなわち，dg-Iの陽・陰圧時における分布のば ついては，食道内圧の高まりにしたがって短縮する
第 2号 野目: 静脈々波を含むポリグラフによる右心系の新しい循環力学的分析 -193--c-
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傾向が 1例から例3になるにつれて著るしぐなると 肺気腫 13例， 肺気腫を伴なわない気管支瑞息 25
いえる。 例，脊椎側轡症2例，肺塵症 1例，肺線維症 1例; 
4. 肺気腫，気管支端息群における静脈々波の所 肺葉切除 1例，老人肺 1例，漏斗胸 1例，計 45例
見 について， 66回静脈々波の描記を行ない，そのうー
• • 
•• 
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みられる。また，肺気腫を伴なわない気管支鳴息群
1.工， 22 yrs.，F.， f'1s. ((Tfi)de In 
では，肺気腫群lζ比して，尋常静脈々波を示したも
DgY|{F) のが多かった。前縮期性波の異常，および，縮期性
•
• 
• 
y-1 。 虚脱の癌形成は，肺気腫を伴なわない気管支瑞息群
に多くみられた。
。
。
。
 
円 。  
つぎに，肺気腫群，肺気腫を伴なわない気管支晴
250 息群における各波の時間的関係を，健常例群のそれ
と比較し，表 6にまとめた。 p-af，p-αg，TI-dgは，
@ 
健常例群，気管支端息群，肺気腫群と次第にのび， 
dg-I，Y-I は逆K，短縮す?る。 TI-dg，dg-I，およ@。も。 @ び， Y-Iでみられた傾向は， TI-dgjDiastole，dg-宅込 @ 。。 。。 .0_ 

0
150 
・..。。血o 
。
。 I/Diastole，および， Y -I/Diastoleでも同様にみ
られる。
つぎに，気管支瑞息および慢性肺気腫の 1例をえ
らび，その静脈々波(図 13)，心電曲線(図 14)，胸
も
。
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ち，異論なく描記のできた 41回について，分析し
7こ ・0
表 5は，その一覧表である。
肺気腫での 18回中，尋常静脈々波 2，弛期性虚脱
の減りを示したもの 13，弛期性波の縮少を示したも
の11，縮期性虚脱の早期出現を示したもの 2，縮期 
性虚脱の減りを示したもの 2，縮期性虚脱の癌形成
を示したもの 3，前縮期性波と縮期性波の融合 3，前 
縮期性波の過高性，および，巾の拡がり 2，前縮期
性波の過高性 1である。
肺気腫を伴なわない気管支晴息での 18田中，尋
常静脈々波を示したもの 4，弛期性虚脱の減りを示 
したもの 7，弛期性波の縮少を示したもの 5，縮期性 
虚脱の早期出現を示したもの 4，縮期性虚脱の癌形
成を示したもの 2，前縮期性波と縮期性波の融合を
示したもの 3，前縮期性波の過高性，および，巾の
拡がりを示したもの 2，前縮期性波の過高性を示し
たもの 2，前縮期性波の巾の拡がりを示したもの 1
である。
すなわち，弛期性波，および，弛期性虚脱の変化
は，肺気腫において多くみられ，縮期性虚脱の早期
出現は，肺気腫を伴なわない気管支哨息により多く
部レ線写真(図 15)，心脈管力学的数値(表 7)，右
呼吸機能検査成績および，)，8心力学的数値(表 
(表 9)を示す。症例は 64才の男性で，これら検査
のやく 4年前より鳴息発作があった。その他，既往
歴，および，家族歴には特記すべき ζとはない。 
5. 左，右機械的心室縮期と QX
静脈々波の縮期性虚脱の成因を知る一つの手がか
りとして，左，および，右機械的心室縮期と QXを
比較した。対象は，不正拍のないもの 12例(気管 
支鳴息 6例，僧帽弁口狭窄症6例〉と，不正拍のあ
るもの 1例(僧帽弁口狭窄症および心房細動で，末
梢静脈圧は 60mmH20。縮期性虚脱の早期出現が
ある〉。不正拍のないものでは， QII，および， ASZ' 
+ATZ'が300"，， 400σ，QXは325"，，425σ の範囲内
で，縮期性虚脱の早期出現のあるものを除くと，
QTI，QXのあいだには直線的関係があり，正に相
関的である。しかし， ASZ'+ATZ'と QXの聞に
は， そのような直線的な関係はなかった(図 16)。
不正拍のある例では，先行心周期 500"，， 1100σ，
ASZノ+A TZ' 350"，， 450σ の範囲で， QX，ASZノ+
ATZ'は逆相関的である。 QX，QIIは相関的であ
るけれども著るしくはない(図 17)。なお，この例
における，先行心周期にたいする左，右心力学的数
値の変化態度は，ほぼ，同じようである。すなわ
ち，先行心周期 500"，，950σ の範囲では， ATZ と 
ASZは逆相関的である。 ATZノと ASZ'につい.て
も同じ乙とがl'える(図 18)。
これらの観察から，静脈々波の QXは，右より
も左の心室縮期により強く影響されているように思
われる。
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第 2号 野呂: 静脈々波を含むポリグラフによる右心系の新しい循環力学的分析 -201ー  
Fig. 15. M. Y. 64口BronchialAsthma with Emphysema thoracis 
Table 7. M. Y. 64口BronchialAsthma with Emphysema thoracis 
Cardiovascular Dynamics 
49.5 UFZ σ 69 Circulation Time Vs cc 
Vm l/min. 
W dyne・sec・cm-5 
E' dyne・cm-5 
BP mmHg 
PR /min. 
4.41 
1883 
2796 
130/78 
89.0 
DAZ // 
ASZ // 
ATZ り 
QJI // 
QT // 
Table 8. M. Y. 64口
 
Bronchial Asthma with Emphysema thoracis 

Hemodynamical Values by Right 

Heart Catheterization 

Vm l/min. 

Vs cc 

PAs mmHg 

PAd // 

PAm /; 

PCm /; 

E'p dyne/cm5 

PV=o 
PV=PC 
TPR dyne.sec/cm5 
PAR /; 
6. 肺動脈平均圧と静脈々波 
肺動脈平均圧 17mmHg以下の 5例中，前縮期
性波の過高性，および，巾の拡がりを示したもの 1
例，前縮期性波の巾の拡がりを示したもの 2例，縮
期性虚脱の癌形成を示したもの 1例，弛期性塩脱の
減り 1例，尋常静脈々波を示したもの 2例。 17 
mmHg以上の 9例中，前縮期性波の過高性，およ
び，巾の拡がりを示したもの 3例，前縮期性波の過
高性を示したもの 1例，縮期性虚脱の早期出現 3
例，縮期性虚脱の癌形成 4例，弛期性波の縮少 2
例，弛期性虚脱の減りを示したもの 4例。すなわ
ち，肺動脈平均圧の高いものに，尋常静脈波は 1例
もなかったが，気管支瑞息、においても，僧帽弁口狭
窄症においても，静脈々波の変化は，かならずしも
肺動脈平均圧の高いものにみられるとはかぎらなか
った。すなわち，静脈々波は，肺動脈圧をすヤ反映
するとは考えられない。 
7. 右心力学的数値と静脈々波
気管支瑞息，および，肺気腫群7例，僧帽弁口狭
3.41 
44.8 
40.1 
14.6 
24.9 
2.6 
1233 
1105 
601 
538 
46 
115 
229 
344 
347 
Ether sec 5.2 
Decholin // 16.0 
Lobeline 1; 11.6 
Venous Pressure 
mmH20 
105 
気管支時息 7例，僧帽弁口狭窄症 7例について，
静脈々波所見と肺動脈平均圧を比較した〈図19)。 
--
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誌ム 一  
Table 9. M. Y. 64口 
T.V. C.C. 660 
Fr. /min. 14 
R.M.V. l/min. 92 
I.C. C.C. 1700 
E.R.V. C.c. 725 
V.C. c.c. 2420 
% V.C. % 73.5 
R.V. C.c. 800 
F.R.C. C.C. 2520 
T.L.C. C.c. 4220 
% R.V. % 42.6 
M.B.C. l/min. 32.8 
% M.B.C. % 28.5 
Asth.bronch.16Ca脳 ) (QJj・，ASZ'+KJZO; 
Ms. (6Ca蹴 ) (QI1:圃ヲASZ'-tA'lZ'口) 
Emphysema thoracis 
Br. Reserve l/min. 23.6 
Br. R. Ratio % 72 
% FVC % 40.9 
A TI (Leslie) % 十0.06 
O2 Uptake cc/min 236 
cc/1O2 Rem. Rate 25.9 
O2 Vent. Eq. 1/100 cc 3.9 
A.V.1. % 0.39 
Sa02 % 90.9 
PaO。 mmHg 80 
CaC02 mM/l 27.14 
PaC02 mmHg 57 
pH 7.35 
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Fig. 16. 
窄7例，計 14例について，右心力学的分析を行な
い，その成績と静脈々波所見を比較した。なお，僧
帽弁口狭窄症の 2例においては， UFZ'，および， 
DAZ'を計測できなかった。 
UFZノ (91.8士 19.4σ〉 
UFZノの尋常範囲にあった 9例中，前縮期性波の
過高性，および，巾の拡がり 3例，前縮期性波の過
高性 1例，前縮期性波の巾の拡がり 2例，縮期性虚
脱の早期出現 2倒，縮期性虚脱の癌形成 3例，弛期
性波の縮少 1例，弛期性虚脱の減り 4例，尋常静脈 
600 700 800 900 1000 cr 
QX;・Q[[ ;0，ASZ十A'fZ ; .td.
Fig. 17. 
々波 1例をみた。 UFZ/の延長した 2例中，前縮期
性波の過高性，および，巾の拡がり 2例.縮期性虚
脱の早期出現 1例をみた。 
DAZ/ (53.2士 24.3σ〉 
DAZ/が尋常範囲にある 9例中，前縮期性波の過
高性，および，巾のひろがり 4例，前縮期性波の過
高性 1例，前縮期性波の巾のひろがり 1例，縮期性
虚脱の早期出現 2例，縮期性虚脱の癌形成 1例，弛
期性波の縮少 1例，弛期性虚脱の減り 3例，尋常静
脈々波 2例をみた。 DAZ/の延長を示した 3例中， 
•• 
第 2号 野日: 静脈々波を含むポリグラフによる右心系の新しい循環力学的分析 ~203-
T.K•.;53yCll内 .(十zu:Ms1.棋F..{f{lJ V.p.60m岡地0) がり 2例，縮期性虚脱の早期出現 2例，弛期性虚脱
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liI'Z':f:， 
ASZ:・ 
ATZ:4. 
の減り 1例をみた。 ASZ'の延長したものには，尋
常静脈々波がなかった。 
ATZ' (308.9土 26.9σ〉 
A7Zノの尋常範囲にある 6例中，前縮期性波の過
高性，および，巾の拡がり 2例，前縮期性波の巾の
拡がり 2例，縮期性虚脱の早期出現 1例，縮期性虚
脱の癌形成 2例，弛期性波の縮少 1例，弛期性虚脱
の減り 2例，尋常群脈々波 1例。 ATZ'の短縮した 
7例中，前縮期性波の過高性，および，巾の拡がり 
3例，前縮期性波の過高性 1例，前縮期性波の巾の
拡がり 1例，縮期性虚脱の早期出現 2例，縮期性虚
脱の癌形成 3例，弛期性波の縮少 1例，弛期性虚脱
の減り 3例をみた。 ATZ'の延長Gtこ1例は尋常静
脈々波を示した。尋常静脈々波は， ATZ'の短縮し
た例にはなかった。 
8. 心脈管力学的数値，呼吸機能検査成績と静脈
々波所見
肺気腫 13例， 肺気腫を伴なわない気管支瑞息 25

例，脊椎側壁症 2例，肺塵症 1例，肺線維症 1例，守

肺葉切除 1例，老人肺 1例，漏斗胸 1倒，計 45例

について 66回静脈々波を描記し，そのうち，異論
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なく描記のできた 41回に調べた。
 
UFZ (59士 10σ〉
 
UFZの尋常範囲にある 23例中，前縮期性波の過
高性，および，巾の拡がり 2例，前縮期性波の過高
性3例，縮期性虚脱の早期出現 5例，縮期性虚脱の
減り 2例，縮期性虚脱の癌形成 2例，前縮期性波と
縮期性波の融合4例，弛期性波の縮少 6例，弛期性
虚脱の減り 9例，尋常静脈々波 5例をみた。 UFZ 
~'f;1 の短縮した 4例中，前縮期性波の巾の拡がり 1例，
Fig. 19. 
縮期性虚脱の癌形成，前縮期性波と縮期性波の融合
前縮期性波の過高性 1例，前縮期性波の巾の拡がり 1例，弛期性波の縮少 1例，弛期性虚脱の減り 2例 
1例，縮期性虚脱の早期出現 1例，縮期性虚脱の癌 をみた。 UFZの延長した 14例中，前縮期性波の
形成 2例，弛期性波の縮少 1例をみた。 DAZノの 過高性，および，巾の拡がり 3例，縮期性虚脱の早
延長した例には，尋常静脈々波を示したものがなか 期出現 3例，縮期性虚脱の癌形成 3例，前縮期性波
った。 と縮期性の融合 2例，弛期性波の縮少 8例，弛期性 
ASZノ(140.0土 26.8σ〉	 虚脱の減り 10例，尋常静脈々波4例をみた。 UFZ 
ASZノが尋常範囲にあった 8例中，前縮期性波の の短縮したものに尋常静脈々波はなく，弛期性波の
過高性，および，巾の拡がり 2例，前縮期性波の過 縮少，弛期性虚脱の減りは少なく，縮期性虚脱の早
高性 1例，前縮期性波の巾の拡がり 1例，縮期性虚 期出現はなかった。
脱の早期出現 1例，縮期性虚脱の癌形成 2例，弛期 DAZ (38土 13σ〉
性波の縮少 2例，弛期性虚脱の減り 4例をみた。 DAZの尋常範囲にあった 25例中，前縮期性波 
ASZ'の延長を示した 6例中，前縮期性波の過高 の過高性，および，巾のひろがり 4例，前縮期性波
性，および，巾の拡がり 3例，前縮期性波の巾の拡 の巾の拡がり 1例，縮期性虚脱の早期性 3例，縮期
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性虚脱の減り 2例，縮期性虚脱の癌形成 5例，前縮 期性波の過高性，および，巾の拡がり 2例，前縮期
期性波と縮期性波の融合 5例，弛期性波の縮少  9 性波の過高性 1例，縮期性虚脱の早期出現 3例，縮
例，弛期性虚脱の減り 11例，尋常静脈々波  5例を 期性虚脱の癌形成 1例，弛期性波の縮少 3例，弛期
みた。 DAZの短縮した 9例中，前縮期性波の過高 性虚脱の減り 3例，尋常静脈々波はなかった。
性，および，巾の拡がり 1例，縮期性虚脱の早期出 Vs (70.0士 21.6cc) 
現 3例，縮期性虚脱の癌形成 1例，前縮期性波と縮 Vsの尋常範囲にある 26例中， 前縮期性波の過
期性波の融合 1例，弛期性波の縮少 5例，弛期性虚 高性 1例，前縮期性波の巾の拡がり 4例，縮期性虚
脱の減り 5例，尋常静脈々波 2例をみた。 DAZの 脱の早期出現 5例，縮期性虚脱の減り 2例，縮期性
延長した 7例中，前縮期性波の過高性 3例，縮期性 虚脱の癌形成 5例，前縮期性波と縮期性波の融合 4
虚脱の早期出現 2例，前縮期性波と縮期性波の融合 例，弛期性波①縮少 10例，弛期性虚脱の減り  12 
1例，弛期性波の縮少 2例，弛期性虚脱の減り  5 例，尋常静脈々波 7例をみた。 Vsの減った 10例
例，尋常静脈々波 1例をみた。 中，前縮期性波の過高性， および， 巾の拡がり 1 
ASZ (96士 10σ〉 例，前縮期性波の過高性 1例，縮期性虚脱の早期出 
ASZの尋常範囲にある 13例中，前縮期性波の過 現 1例，縮期性虚脱の減り 1例，縮期性虚脱の癌形
高性，および，巾の拡がり‘ 2例，前縮期性波の巾の 成 1例，前縮期性波と縮期性波の融合 3例，弛期性
拡がり 1例，縮期性虚脱の早期出現 1例，縮期性虚 波の縮少 5例，弛期性虚脱の減り 7例，尋常静脈々
脱の減り 1例，縮期性虚脱の癌形成 2例，前縮期性 波はなかった。 Vsのました 3例では，前縮期性波
波と縮期性波の融合，弛期性波の縮少 5例，弛期性 の過高性 1例，縮期性虚脱の早期出現 1例，弛期性
虚脱の減り 6例，尋常静脈々波  2例をみた。 ASZ 波の縮少 1例，弛期性虚脱の減り 2例，尋常静脈々
の短縮した 8例中，縮期性虚脱の早期出現 3例，縮 波，および，前縮期性波と縮期性波の融合はなかっ
期性虚脱の癌形成 1例，前縮期性波と縮期性波の融 7こ。
合 1例，弛期性波の縮少 3例，弛期性虚脱の減り 4 Vm (4.80士1.481/min.) 
例，尋常静脈々波 2例をみた。 ASZの延長した 20 Vmの尋常範囲にある 27例中， 前縮期性波の過
例中，前縮期性波の過高性，および，巾の拡がり 3 高性，および，巾の拡がり 4例，前縮期性波の過高
例，前縮期性波の過高性 2例，縮期性虚脱の早期出 性 2例，前縮期性波の巾の拡がり 1例，縮期性虚脱
現 4例，縮期性虚脱の減り 1例，縮期性虚脱の癌形 の早期出現 5例，縮期性虚脱の減り 2例，縮期性虚
成 3例，前縮期性波と縮期性波の融合 3例，弛期性 脱の癌形成 4例，前縮期性波と縮期性波の融合，弛
波の縮少 8例，弛期性虚脱の減り 11例，尋常静脈 期性波の縮少 11例，弛期性虚脱の減り 14例，尋常
々波 4例をみた。縮期性虚脱の早期出現は， ASZ 静脈々波 5例。 Vmの減りを示した 7例中，前縮
の尋常範囲には少ないが，延長した場合にも，短縮 期性波の過高性，および，巾の拡がり 1例，縮期性
した場合にも相当数にみられる。 虚脱の早期出現  2例，前縮期性波と縮期性波の融 
ATZ (285士 25σ〉 合 2例，弛期性波の縮少 4例，弛期性虚脱の減り 5 
ATZの尋常範囲iζある 19例中，前縮期性波の 例，尋常静脈々波はなかった。 Vmの増しを示し
過高性，および，巾の拡がり 1例，前縮期性波の過 た 5例中，縮期性虚脱の早期出現 1例，縮期性虚脱
高性 1例，前縮期性波の巾の拡がり 1例，縮期性虚 の癌形成 2例，前縮期性波と縮期性波の融合 1例，
脱の早期出現 3例，縮期性虚脱の減り 1例，縮期性 弛期性波の縮少 1例，弛期性虚脱の減り 1例，尋常
虚脱の癌形成 1例，前縮期性波と縮期性波の融合 2 静脈々波は 2例をみた。 
例，弛期性波の縮少 5例，弛期性虚脱の減り 8例， E' (2081士 561dyne/cmり 
尋常静脈々波 6例をみた。 ATZの短縮している 17 E'の尋常範囲にあった 25例中， 前縮期性波の
例では，前縮期性波の過高性，および，巾の拡がり 過高性，および，巾の拡がり 2例，前縮期性波の過
3例，前縮期性の過高性 1例，縮期性虚脱の早期出 高性 1例，縮期性虚脱の早期出現 3例，縮期性虚脱
現 2例，縮期性虚脱の減り 1例，縮期性虚脱の癌形 の減り 1例，縮期性虚脱の癌形成 3例，前縮期性波
成 4例，前縮期性波を縮期性波の融合 4例，弛期性 と縮期性波の融合 3例，弛期性波の縮少  14例，弛
波の縮少 7例，弛期性虚脱の減り 10例，尋常静脈 期性虚脱の減り 15例，尋常静脈々波  5例。 E'の
々波 3例をみた。 ATZの延長した 5例では，前縮 減りを示した 6例中，前縮期性波の過高性，およ
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び，巾の拡がり 2例，前縮期性波の過高性 1例，縮
 
期性虚脱の早期出現 3例，縮期性虚脱の癌形成  1

例，弛期性虚脱の減り 1例，尋常静脈々波 1例，を

みた o E'の増した 8例中，前縮期性波の過高性，

および，巾の拡がり 1例，前縮期性波の過高性  1

例，縮期性虚脱の早期出現 2例，縮期性虚脱の減り
 
1例，縮期性虚脱の癌形成 2例，前縮期性波と縮期
性波の融合 3例，弛期性波の縮少 2例，弛期性虚税
の減り 5例，尋常静脈々波 1例をみた。 
W (1770土 568dyne.secjcmり 
Wの尋常範間にあった 28例中，前縮期性波の過
高性，および，巾の拡がり 3例，前縮期性波の過高
性 2例，縮期性虚脱の早期出現 7例，縮期性虚脱の
減り 2例，縮期性虚脱の癌形成 5例，前縮期性波と
縮期性波の融合 3例，弛期性波の縮少 10例，弛期
性虚脱の減り 12例，尋常静脈々波 7例。 W の減り
を示した 2例中，縮期性虚脱の癌形成 1例，弛期性
虚脱の減り 1例，尋常静脈々波はなかった。 Wの増
し9例中，前縮期性波の過高性，および"巾の拡が
り2例，前縮期性波の過高性 1例，縮期性虚脱の早
期出現 1例，前縮期性波と縮期性波の融合 4例，弛
期性波の縮少 6例，弛期性虚脱の減り 8例，尋常静
脈々波はなかった。尋常静脈々波は， Wの尋常範閤
においてのみみられた。 Wの増した例には，縮期性
虚脱の癌形成，および，減りがなかった。 
Cく696士 172cmjsec) 
Cが尋常範囲内にあった 25例中，前縮期性波の
過高性，および，巾の拡がり 4例，前縮期性波の過
高性 l例，縮期性虚脱の早期出現 5例，縮期性虚脱
の減り 2例，縮期性虚脱の癌形成 2例，前縮期性波
と縮期性波の融合 4例，弛期性波の縮少 9例，弛期
性虚脱の減り 13例，尋常静脈々波 4例をみた。 C
の減った 3例中，前縮期性波の過高性，および，巾
の拡がり 1例，前縮期性波の過高性 1例，縮期性虚
脱の早期出現 2例，縮期性虚脱の痛形成 1例，尋常
静脈々波はなかった。 Cの増した 11例中，前縮期
性波の過高性 1例，縮期性虚脱の早期出現 1例，縮
期性虚脱の癌形成 3例，前縮期性波と縮期性波の融
合 3例，弛期性波の縮少 1例，弛期性虚脱の減り 8
例，尋常静脈々波 3例をみた。 Cの減りを示した例
には，尋常静脈々波，弛期性波の縮少，弛期性虚脱
の減り，前縮期性波と縮期性波の融合はなかった。 
%VC (80%以上〉 
%VC 80%以上の 20例では，前縮期性波の過高
性，および，巾の拡がり 3例，前縮期性波の過高性 
2例，前縮期性の巾の拡がり 1例，縮期性虚脱の早
期出現 5例，縮期性虚脱の減り 1例，縮期性虚脱の
癌形成 1例，前縮期性波と縮期性波の融合 5例，弛
期性波の縮少 5例，弛期性虚脱の減り 9例，尋常静
脈々波 4例。 80%以下の 18例中，前縮期性波の過
高性，および，巾の拡がり 2例，前縮期性波の過高
性 1例，縮期性虚脱の早期出現 3例，縮期性虚脱の
減り 1例，縮期性虚脱の癌形成 3例，前縮期性波と
縮期性波の融合 2例，弛期性波の縮少9例，弛期性
虚脱の減り 10例，尋常静脈々波 4例をみた。 
%RV (40%以下〉 
%'RV 40%以下の 18例では，前縮期性波の過高
性，および，巾の拡がり 4例，前縮期性波の過高性 
2例，前縮期性波の巾の拡がり 1例，縮期性虚脱の

早期出現 3例，縮期性虚脱の癌形成 1例，前縮期性

波と縮期性波の融合 2例，弛期性波の縮少 5例，弛

期性虚脱の減り 6例，尋常静脈々波 5例をみた。 40

%以上の 19例中，前縮期性波の過高性， および，

巾の拡がり 1例，前縮期性波の過高性 1例，縮期性
虚脱の早期出現 4例，縮期性虚脱の減り 2例，縮期
性虚脱の癌形成 4例，前縮期性波と縮期性波の融合 
4例，弛期性波の縮少 10例，弛期性虚脱の減り 13

例，尋常静脈々波 2例をみた。

%MBC (80%以上〉
 
%MBC 80%以上の 9例中，前縮期性波の過高

性，および，巾の拡がり 2例，前縮期性波の過高性
 
1例，縮期性虚脱の早期出現 1伊U，縮期性虚脱の癌

形成 I例，前縮期性波と縮期性波の融合 2例，弛期
性波の縮少 3例，弛期性虚脱の減り 4例，尋常静脈
々波 2例をみた。 80%以下の 24例中，前縮期性波
の過高性，および，巾の拡がり 3例，前縮期性波の
過高性 2例，前縮期性波の拡の拡がり 1例，縮期性
虚脱の早期出現 6例，縮期性虚脱の減り 2例，縮期
性虚脱の癌形成 2例，前縮期性波と縮期性波の融合 
4例，弛期性波の縮少 9例，弛期性虚脱の減り 12

例，尋常静脈々波 5例をみた。
 
%FVC (70%以上〉 
%FVC 70%以上の 10例中，前縮期性波の過高
性，および，巾の拡がり 3例，前縮期性波の過高性 
1例，前縮期性の巾の拡がり 1例，縮期性虚脱の早
期出現 3例，縮期性虚脱の癌形成 1例，尋常静脈々
波 3例をみた。 70%以下の 29例中，前縮期性波，
の過高性，および，巾の拡がり 2例，前縮期性波の
過高性 2例，縮期性虚脱の早期出現 5例，縮期性虚
脱の減り 2例，縮期性虚脱の癌形成 4例，前縮期性
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波と縮期性波の融合，弛期性波の縮少 15例，弛期 
性虚脱の減り 20例，尋常静脈々波 5例をみた。弛
期性波の縮少，および，弛期性虚脱の減りは， 
%FVC 70%以下においてのみみられた。 
ATI (5%以下〉 
ATI5%以下の 13例中， 前縮期性波の過高性，
および，巾の拡がり 1例，前縮期性波の過高性 1
例，前縮期性波の巾の拡がり 1例，縮期性脱脱の早
期出現5例，前縮期性波と縮期性波の融合 3例，弛
期性波の縮少 2例，弛期性虚脱の減り 4例，尋常静
脈々波 5例。 5以上の 11例中，前縮期性波の過高
性 1例，縮期性虚脱の早期出現 1例，縮期性虚脱の
減り 1例，縮期性虚脱の癌形成 3例，前縮期性波と 
縮期性波の融合 2例，弛期性波の縮少 8例，弛期性
虚脱の減り 9例，尋常静脈々波 1例。 ATI5以上
の例の大多数は，弛期性波の縮少，および，弛期性
虚脱の減りを示し，尋常静脈々波は，ただ， 1例し
例中，前縮期性波の9%以下の1. Caco2 20 Vo
過高性，および，巾の拡がり 1例，前縮期性波の過
高性 1例，縮期性虚脱の早期出現2例，縮期性虚脱
の癌形成 1例，弛期性波の縮少波4例，弛期性虚脱
1. 20Vo例であった。2例，尋常静脈々波5の減り 
%以上の 23例中，前縮期性波の過高性 2例，前縮

期性波の巾の拡がり 2例，縮期性虚脱の早期出現4

例，縮期性虚脱の減り 2例，縮期性虚脱の癌形成4

例，前縮期性波と縮期性波の融合6例，弛期性波の

縮少 10例，弛期性虚脱の減り 13例，尋常静脈々波

4例をみた。 
9. 未梢静脈圧と静脈々波所見
高血圧症 43例，肺気腫，および， 気管支瑞息 20

例，僧帽弁膜症 15例，計 78例について，末梢静脈

圧と静脈々波所見とを比較した(図 20)。

0: 時戸市n~jølt :4-3 CðS~S 
比刷s 丹'e~sure A.;l1iralFaHare ; I!"CdSe$ c: ~~!h!~e~ð ，;' A#h.酎'~flCft :之o(lJ ~er 
かなかった。 
Sao2 (95%以上〉 
Saso2 95%以上の 17例中，前縮期性波の過高性，、

および， 巾の拡がり 3例，前縮期性波の過高性2

例，縮期性虚脱の早期出現 3倒，縮期性虚脱の癌形

成 1例，前縮期性波と縮期性波の融合 1例，弛期性

波の縮少 6例，弛期性虚脱の減り 7例，尋常静脈々

波 5例をみた。 95%以下の 16例中，前縮期性波の

過高性，および，巾の拡がり 1例，前縮期性波の過
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Fig. 20. 

高性 1例，縮期性虚脱の早期出現 3例，縮期性虚脱
の減り 2例，縮期性虚肺の癌形成4例，前縮期性波 末梢静脈圧 80mmH20以下の 30例中，前縮期性
と縮期性波の融合5例，弛期性波の縮少 8例，弛期 波の過高性，および，巾の拡がり 2例，前縮期性波
性虚脱の減り 11例，尋常静脈々波 1例をみた。 95 の過高性4例，前縮期性波の巾の拡がり 2例，縮期
%以下では，前縮期性波と縮期性波の融合，・弛期 性虚脱の早期出現 12例，縮期性虚脱の減り 6例，
性波の縮少，弛期性虚脱の減りが多く，尋常静脈々 縮期性虚脱の癌形成 10例，前縮期性波と縮期性波
波は 1例のみであっ?こ。 の融合2例，弛期性波の縮少5例，弛期性虚脱の減 
Cao2 (15 Vol.%以上) り10例，尋常静脈々波5例をみた。 80mmH20以 
例中，前縮期性波の過高性，および，巾の48上の例中，前縮期性波の27%以上の1. Cao2 15Vo
過高性，および，巾の拡がり 3例，前縮期性波の過 拡がり 3例，前縮性波の過高性 3例，前縮期性波の

高性3例，縮期性虚脱の早期出現5例，縮期性虚脱 巾の拡がり 4例，縮期性虚脱の早期出現4例，縮期

の減り 1例，縮期性虚脱の癌形成3例，前縮期性波 性虚脱の癌形成 19例，前縮期性波と縮期性波の融

と縮期性波の融合 5例，弛期性波の縮少 14例，弛期 合8例，弛期性波の縮小 8例，弛期性虚脱の減り 15

性虚脱の減り 17例，尋常静脈々波5例であった。 例，尋常静脈々波 3例であった。尋常静脈々波は，
 
15 Vol.%以下の 5例中，縮期性虚脱の早期出現 1 80mmH20以上には少ないが，他の各波の異常所

例，縮期性虚脱の減り 1例，縮期性虚脱の癌形成 2 見の出現は， 80mmH20以上，以下で， その出現

例，前縮期性波と縮期性波の融合 1例，弛期性虚脱 の頻度にほとんば差がみられなかった。

の減り 1例，尋常静脈々波 1例をみた。 10. 心房細動と静脈々波
 
Caco2 (20 Vol.%以下〉 心房細動と静脈々波については，すでに，協研
Table 10. 締 
N
咽Diastole ll-dg dg-I dg-Y Y-I 
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Insu百 a b a b a b a b a b 
1 T. K. 53 F Msi+af 4 1. 000 -300 0.000 47 1. 150 -320 0.000 160 0.950 -400 
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Msi+af 
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Msi+af 
Comb. Heart Fai1 ure + af 
Msi+af 
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4 
4 
4 
4 
4 
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3 
3 
3 
1. 020 
2.4 00 
0.932 
1. 020 
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1. 027 
1. 245 
2.840 
-349 
-970 
-310 
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0.005 
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0.066 
60 
21 
124 
93 
57 
95 
63 
130 
159 
1. 330 
1. 670 
0.992 
0.935 
1. 075 
0.955 
1. 049 
0.990 
0.990 
-591 
-720 
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0.000 
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0.125 
0.018 
0.165 
0.065 
0.049 
-0.063 
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195 
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118 
49 
124 
66 
44 
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1. 020 
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0.865 
0.772 
0.910 
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1. 000 
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AgeNo. Name Sex 
MK. T. 23
28 

K. T. 23 
 M29 

MK. T. 23
30 

K. T. 23 
 M31 

F32 
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第 2号 野呂: 静脈々波を含むポリグラフによる右心系の新しい循環力学的分析 -209ー
“Entspannungszeit" の静脈々波的表現である いて減るが，dg-Y は1定の関係を示さなかった 

II-dg，“Fullung"の表現である dg-I，“schnelle (表 11)。

Fullung "の表現である d g-Y，および， “lang- つぎに，代表的な 1例をあげて説明する。僧帽弁

rame Fullung" の表現である Y-Iと，先行心周 口狭窄再閉鎖不全症の 49才の女性。図 21は，心周

期，および，心周期との関係をみた。 期と縮期，および，弛期の関係を示す。心周期 680

心房細動 37例について， 75回静脈々波の措記を '"1200σ のあいだでは，弛期は 350"，840σ のあい

行ない，そのうち，異論なく描記でき，分析可能な だで， y=0.98 x-324の直線上にある。縮期は 300
 
45回について調べた。その 45回の内訳は， 心弁膜 "，'350σ 内応分布し，横軸にほぼ平行する。図 22

症のあるもの 36回，心弁膜症のないもの〈ただし， は，心周期と IT-dg，および，dg-Iの関係を示す。

dg-I9 680 1200σ 280肺性心，肺気腫心を除く) 回，肺気腫心のあるも 心周期期 のあいだでは は，"， "，
今 一  
Table 11. 

y=a主+b
 
T E E -
Grade of ||j 
II-d先行心周期がのび、ると者桑山 の発表がある。わたくしは， とくに， は上方凹の曲線を描(6) ， g
の1 710σ y=0.67x-73回である。 のあいだで， の線上にあり，1I.
140 210σII-d d Id Y Y-I l弛期時間， および， を ーのは のうちに分布し，横軸 とほぼ平・ ，g-，g- ，g "， 
23 Y-Iとし，心周期を孟とすれば，すべての例におい 行する。図 は，心周期と d Y および，y g- ，
+b 100 600σY-Iて， の関係にあることをたしかめた。表 の関係を示す。 は のあいだで，玄y=a y="， 
10 0.84 -497 150 250σb d Yは，各例における の一覧表である。弛期時 の線上にあり は の豆a g-，， "，， 
問 24Y-Id I 1 b lでは， であり， は頻拍の度 あいだに分布し，横軸 とほぼ平行する。図 は，宇ag-， ， 
II-d d II-d dY Yが強くなるほど大きくなる。 では， 先行心周期と および の関係を示す。ag- g-， ，g g
Y 680 290σd IT-dO bであり， は では，頻拍の度が強いほ 先行心周期 のあいだでキ は先行g-， ， g"， 
II-d b 1においては， は 一定の傾向を 心周期がのびると短縮し，上方凹の曲線を描く。ど小さい。 g
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きいの先行心周期-ATZ曲線である。 Fig. 26. 
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Digitalis化前後の様相を説明する。 Eら 
-U，; 
つぎに，僧帽弁口狭窄および閉鎖不全症の 1例に
ついて，
ω。 / 
/ 
Digitalis前では，心周期は 450"，-， 850σ のあいだに
Dj
あり，弛期は 100，.，.，500σ のあいだで， y=1.02玄-
349の線上にあり。縮期は 315"，-， 360σ のあいrで 回制
ほぼ，横軸に平行(図 26)0 IT~dg は， 15"，-， 100σ 
700 

のあいだで，ほぼ，横軸l乙平行。 dg-Iは100"'-'550 
九γ/八円'
， ， キ  
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σのあいだで， y=1.33 Xー  591の線上にある(図 
27)0 dg-Y は 100"，-， 300σ のあいだで，ほぼ，横軸 
l乙平行に分布。 Y-Iは -40"，-， 315σ のあいだで， 
y= 1.02x -515σ の線上にならぶ(図 28)0 Digita~ 
lis化後は，心周期は 750"，-， 1460σ のあいだにある。
縮期は 400"，-， 425σ のあいだに， ほぼ，横軸にたい
して水平に分布。弛期は 360"，-， 1040σ のあいだで， 
y=0.96孟-382の線上にある(図 26)0 IT-dgは 
130"，-， 160σ のあいだに， ほぼ， 横軸l乙平行して分
布。 dg-Iは， 250"，-， 1000σ のあいだ， yニ1.02豆一 
762の線上にある(図 27)0 dg-Y は 130"，-， 340σ
のあいだに，ほぼ，横軸に平行して分布。 Y-Iは 
10"，-，730σ のあいだに， y=1.03支ー756の線にそっ
てならぶ(図 28)。先行心周期と ll-dg，dg-Y の
関係をみると，dg-Y は，先行心周期と一定の関係
を示きないが，IT:.._dgは，先行心周期がのび、ると減
る傾向にあり，上方に凹の曲線をえがく，その曲線 
は， Digitalis化に!より右上方に移動する(図 29)0'
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図51は，先行心周期-ATZ曲線を示す。
 
IV. 考 案
静脈々波の描記は，動脈拍動を含むことなしに，
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静脈壁の動きのみを措記することの困難さから，技
術上の大きな隆路がある。それについては，多くの
乙ζろみがあるが， 2つの方法に大別できる。その
1つは，静脈壁の動きを photoelectric IL描記す
50J 700 鎖)() UOO 1300 <i'-
P CL 
Fig. 30. 
る方法である。この方法は， Weber(3)，Collatz(の
に始まり，最近 Altmann(l)によって確立された。
他の 1つは， Manometer capselを用い，圧変動
を描記する動脈々波記録の方法を，静脈々波描記
にあうように modification を加えたも ωで， O. 
Frankくわに始まり，最近では， piezoelectric Cris-
talや，その他の圧描記装置が利用されている。こ
の二つの方法は，おのおの，全く対照的な像を現わ
す。すなわち， photoelectric措記法は主として
容量の変化を， electromechanicな措記法は主と
して圧変化を反映する。 Altmannω は静脈壁の特
性から， その本体は容量波であるとし， photo-
electric措記法をすすめている。 Altmannは，
静脈々波が右房圧の伝達されたものでない証拠とし
て， i)呼吸性変動の大きいこと。 i)左右差のあ
ること。 ii)著しいうつ血のある場合，拍動をみな
いこと。 iv)右心カテーテ jレで求めた右房圧曲線と
乙となるととなどの諸点、をあげている。しかし， 
Altmann のいうところについては，なお，議論の
余地がある。たとえば，静脈をとりまく周囲組織の
特性から，静脈々波を容量波，圧波と厳密に区別す 
るととはできない。むしろ，臨床的Kは，両者を併
用することにより，静脈系の性質，静脈のもつ抵 
抗，波形異常の意味どり，さらには，心の各々の時
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ととをみた。とれは，dg-I，Y-I，および，弛期は， 縮期性虚脱の癌形成は， 胸腔の狭小化によって
心周期ののびによって，全く機械的にのびると考え も，しばしばみられるという。わたくしは，脊椎側
られる。 建症 2例，および，漏斗胸をもつものにみた。その
肺高血圧症を非観血的に推測しようとすると ζろ 成因について Altmannは，うつ血はより，心室ぱ
みとして，教室の勝田は〈18〉，呼吸機能検査成績， かりでなく，心房にも，残留血がふえ，そのため，
血液ガス分析値から，ある程度まで，可能なことを 頚部の静脈から心房への圧勾配がへり，静脈からの
示した。わたくしは，静脈々波より，それを推定す 流れこみがゆるやかになるためにお乙ると説明し
ることが可能か，どうかを調べた。しかし，少数で た。しかし，氏も指摘しているように，癌形成は
はあるが，右心カテーテルを行なった例にういて， 健常例にもおとることがあり， Lolov(24)らが，
静脈々波の II-dg， その他各波の変化をみたが，~ ballistic impulse K原因を求めた，頚動脈波の
定の関係を見出すととができなかった。さらに， Principal Segment に時間的一致をすることから 
Garten，Kolmar(19)が，僧帽弁口狭窄症で，非観血 して，わたくしは， ballistic impulseも，その一
的K左房圧を推定したことにならい，静脈々波と静 因をなすと考えている。 しかし，健常例の癌形成
脈圧をもとに，左房庄，肺動脈圧の推定をととろみ は，すべて，平坦的 fiach であるから，おそらし
たが，成功しなかった。 Holldack(20)は IIp-d時 静脈の充えいの程度，圧勾配の大小，なども，癌の
聞の延長度により肺高血圧を推定しているが，静脈 種類をきめると思われる。
圧のたかまりにより IIp-d時間は短縮するゆえ， Altmann Kよれば，弛期性波の初めから頂点、ま
との点をも考えなければならないことを知った。そ では，全ての弁が閉じており，弛期性波の上昇脚
れゆえ，わたくしは，現在のところ，肺高血圧を， は，大体，心の Entspannungszeit K相応する。
直接，反映する病徴的な静脈々波所見を見出せない 弛期性波の山は，臨床的には，三尖弁が聞き，血液
ゆえ，わーたくしの方法からしては，肺高血圧症の存 が心室に流入する時とほぼ一致する。弛期波の成因
在を非観血的に推測する乙とは困難であると考え については，色々の説がある。 Mackenzie(25)によ
る。 れば，心室縮期における心房への血、流の取込みによ
肺気腫の定義については多くの議論がある (21)。 りおとり，それゆえ， V (ventricle)波とすべきで
さしあたり，わたくしは，臨床所見，および，検査 あるという。 Rombergは，弛期の最初の一瞬，
所見を総合して診断を下し， その重症度について まだ，三尖弁が閉じているとき，なお増しつつある
は， 1959年 WHO が肺性心について行なった 心房充えいによるという。 Ohmは，房室聞の境が
.Gradingを参考とした。 上方にもちあがるためといい，また， Brugsch(26) 
なお， この研究で観察した気管支哨息例は，ほと は，心室の拡大による胸腔内圧の土井によるといっ
んど，すべて，非発作時に描記したものである。発 た。 A. Weberは，駆出期におわりには，動脈へ
作中の観察は不可能で， これは，近代の， “in- の流出が，静脈の流入より少ないため，右房や大き
strumental diagnosis" につきまとう欠点、でもあ な静脈が急激に充えいすることによって生じるとい
る。 う。 Altmannω は，縮期のおわりに，心尖側へ移 
Altmannは Cor pulmonaleの静脈々波所見と 動した房室境が，もとにもどり，心房内腔が狭くな
して，前縮期性波の過高性，および，巾の拡がり， り，とれが流入にたいする抵抗となり， こうして弛
縮期性虚脱の減り， および，早期出現，弛期性波 期性波ができるという。そして，このうつ血効果の
の縮少，弛期性虚脱の減り， さらに“ Positiver 大きさは，房室境の動きの大小，左室の収縮力の大 
Venenpuls" をあげている。わたくしは，肺気腫 きさにより多く左右され，血液の流入，流出のパラ
のほとんどの例に，弛期性波の縮少と弛期性虚脱の ンス，胸腔内圧の上昇は二義的の意味しかないとし
減りをみた。しかし，前縮期性波の過高性，巾の拡 ている。弛期性虚脱の成因も，まだ明らかにされて
がり，縮期性虚脱の早期出現，減りは，少数にみた はないが，これは，心室内圧が心房内圧よりさがる
だけである。前縮期波の変形，および，縮期性虚脱 や，いなや，開く三尖弁口を通る心房血の流入によ
の早期出現は，むしろ，肺気腫を伴なわない気管支 ると考えられている。
鴨息により多くみられた(乙れら，肺気腫，気管支 呼吸の血行力学におよぼす影響については，すで
端息の静脈々波所見についで、は発表した(8)(22)(23))0 K，協研者宇佐美が発表し，それにくわしい。静
U
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脈々波l乙表われる変化をみると，吸期では，弛期性
波の巾のまし，dg-Y ののぴ，dg-Y jDiastoleのま
し， Y-Iの短縮， Y -IjDiastoleの減りをあげるこ 
とができる。しかし，肺疾患、群では，むしろ，吸期
で，弛期性波の巾はへっている。弛期性波の巾のま 
し，dg-Yののびは，心への血液流入がます ζとを
示すと思われる。
胸腔内圧は，静脈血の心への帰、流を大きく左右す
る。わたくしのしらべでは，食道内圧のましは，
の各時間的関係には両群とも，ほとんど，変化を示
きなかった。
3. 健常例 2例，肺気腫 2例，気管支晴息 2例，
僧帽弁口狭窄症 1例，大動脈弁閉鎖不全症1例，計
8例について，胸腔内圧を反映すると思われる食道
内圧，静脈々波，頚動脈々波，心音曲線，および，
心電曲線の同時措記を 10回行ない， そのうち，異
論なく描記できた 5固について，静脈々波の時間的
関係についてのみ，分析を行なった。 QlI， QXは 
“schnelle Fullung" のまい “langsame Ful・ 食道内圧と無関係であった。 II-dg，dg-Iは，陰圧 
lung"のへりをきたす。
縮期性虚脱は，縮期比おける頚部の静脈が虚脱す
るさまを表現するものであり，心室の縮期性吸引作
用の結果でもある。乙の吸引作用は二つに分けられ
る。一つは，血流が心から胸腔外に出るため，一つ
は，房室境が心尖方向へ移動するためである。した
がって， Xは，心室の機械的縮期のおわりを示すと
考えられる。わたくしは，左室の機械的縮期 QII，
および， 右室の機械的縮期 ASZ'+ATZ' と QX 
の関係をみ， QXは左室の影響をつよくう、けるとと
をたしかめた。 ζれはまた，縮期性虚脱Ktこいする
Altmann の説をうらがきするものと考えられる。
静脈々波と静脈圧の関係において，少くとも，静
脈庄の高いものには，尋常静脈々波のほとんどない
ことをみた。乙のことは，静脈圧のもつ意味を知る
うえに大切と考える。
V. まとめ
1. 16""，63才の男女健常例24例において， photo-
electric，および， electromechanic静脈々波描記
を行ない，各波のおくれ， 巾，振巾について調べ
た。 photoelectricでは， electromechanicより
も， p-aj，I[-Xは長く， 工-Cj は，ほぼ，同じ， 
II-dg， lI-Y は短かい。したがって， electro-
mechanicでは前縮期性波，弛期性波の巾は狭く，
縮期性波の巾は広くなる。振巾には，相当のばらつ
きがあるが，ほぼ，両法による差がないようにみえ
る。
2. 15""，63才の男女健常例 21例， および， 14"" 
68才の肺気腫・気管支瑞息など肺疾患、 13例につい
て，呼吸の静脈々波におよぼす影響について調べ
た。健常例では，吸期で，弛期性波の巾が拡がり，
dg-Y はのび， Y-Iは短かくなる。 dg-Y jDiastole 
は大きくなり， Y -IjDiastoleはへる。しかし，肺
疾患群では，それら変化は著しくなかった。その他
時より陽圧時に分布する範囲が拡がり， その傾向
は，健常例で著しい。 dg-Y は食道内圧の高まりに
したがってのび， Y-Iは食道内圧の高まりにした
がって短縮する傾向にあり，それは僧帽弁口狭窄症
で著しい。 
4. 肺気腫 13例， 肺気腫を伴なわない気管支晴
息25例，脊椎側費症 2例， 肺塵症 1例， 肺線維症 
1例，肺葉切除 1例，老人肺 1例，漏斗胸 1例，計
45例について， 66回静脈々波の措記を行ない， そ
のうち，異論なく措記できた 41固について分析を
行なった。 
弛期性波，および，弛期性虚脱の変化は，肺気腫
において多くみられ，縮期性虚脱の早期出現は，肺
気腫を伴なわない気管支瑞息により多くみられた。
また，肺気腫を伴なわない気管支鴨息群では，肺気
腫群l乙比レて，尋常静脈々波を示すものが多かっ
た。前縮期性波の異常，および，縮期性虚脱の癌形 
成は，肺気腫を伴なわない気管支瑞息群に多くみら 
れた。 p-aj，p-ag，II-dg は，健常例群，気管支 
晴息群，肺気腫群と次第にのび，dg-I，Y-Iは逆に
短縮する。 lI-dg，dg-I，および， Y-Iでみられた
傾向は，II-dgjDiastole，dg-IjDiastol e，および，
Y -IjDiastoleでも同様にみられる。 
5. 不正拍のない群(気管支瑞息6例， 僧帽弁口 
狭窄症6例，計 12例〉と，不正拍のある群(僧帽
弁口狭窄および、心房細動 1例〉にわけ，おのおのに
っき， QX，QlI， ASZノ+ATZ〆を比較した。不正
拍のないものでは，縮期性虚脱の早期出現のあるも 
のを除き， Qrr，QXのあいだには直線的関係があ 
り，正に相関的であった。 しかし， ASZノ+ATZ'
と QXのあいだには，そのような直線関係はみら
れなかった。不正拍のある例では， QXと ASZ'+ 
A TZ'が逆相関係的で、あった。 QXと Qllのあい
だには，著しくないけれども，ある程度の相関性は
認められた。
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すなわち，静脈々波の QXは，右よりも，左の
心室縮期により強く影響されているように思われ
る。 
6. 気管支鴨息7例，僧帽弁口狭窄症7例，計14

例について，静脈々波所見と肺動脈平均圧を比較し

た。肺動脈平均圧の高いものに，尋常静脈々波は 1

例もなかったが，気管支晴息においても，僧帽弁口

狭窄症においても，静脈々波の異常は，かならずし

も，肺動脈圧の高いものにみられるとは，かぎらな
かった。すなわち，静脈々波は， 肺動脈圧を，直
接，病徴的K反映するとは考えられない。 
7. 気管支鴨息，および，肺気腫7例， 僧帽弁口
狭窄症7例， 計 14例について， 右心力学的分析を
行ない，静脈々波所見と比較した。 
8. 肺気腫 13例， 肺気腫を伴なわない気管支鳴
息25例，脊椎側轡症2例， 肺塵症 1例， 肺線維症 
1例，肺葉切除 1例，老人肺1例，漏斗胸1例，計 
45例について， 66回静脈々波の措記を行ない。そ
のうち異論なく措記できた 41回について， ほぼ同
時に行なった呼吸機能検査成績，心脈管力学的数値
と比較した。 
9. 高血圧症43例，肺気腫，および，気管支端
息20例，僧帽弁膜症 15例，計78例について，末
梢静脈圧と静脈々波所見を比較した。
末梢静脈圧の高いものには，尋常静脈々波の出る
ことは少ないが，各波の異常所見の出現は，末梢静
脈圧の高さとほとんど関係がなかった。 
10. 心房細動37例について， 75回静脈々波の描
記を行ない，そのうち，異論なく描記でき，分析可
能な 45回について調べた。
弛期時間， “Entspannungszeit" を反映する 
ll-dg，“Fullung "を反映する dg-I，“schnelle 
Fullung "を反映する dg-Y，“langsame Ful-
lung"を反映する Y-Iを y とし，心周期を主と
すれば， y=ax十bの一次方程式がなり Tこつこと
をみた。弛期時間，dg-I，および， Y-Iで、は， a=与1
であり， bは頻拍の度が著しくなるほど大きくな
る。 ll-dg，および，dg-Y では， A=与Oで， bは， 
dg-Y では，頻拍の度が著しいほど小さい。 JI-dg
においては，bは一定の傾向を示さなかった。先行
心周期と JI-dg，dg-Y では，先行心周期がのびる
と，ll-dg は上方に凹の曲線を描いて減るが，dg-
Y は一定の関係を示さなかった。
本論文の要旨は，第 60回日本内科学会総会
において発表した。
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た，御援助をいただいた稲垣義明博士，宇佐美
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